
　
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

会
と
の
協
働
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
28
日
、
７
月
５
日
・

　
12
日
の
土
曜
日
　
午
後
１
時
30
分

　
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
地
ば
た
織
り
や
わ
織
り
の

　
お
話
し
や
実
習
と
帽
子
や
バ
ッ
ク

　
な
ど
の
作
品
作
り

▽
講
師
　
池
邉
尚
子
さ
ん
（
公
益
財

　
団
法
人
日
本
手
芸
普
及
協
会
講

　
師
、
あ
き
る
野
市
生
涯
学
習
人
材

　
バ
ン
ク
登
録
者
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

▽
定
員
　
20
人
（
抽
選
）
 

▽
費
用
　
１
８
０
０
円
（
３
回
分
。

　
材
料
費
込
み
）

▽
持
ち
物
　
は
さ
み
、
く
し

▽
申
込
み
方
法
　
６
月
13
日

（金）
（
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

　
に
「
ど
こ
で
も
機
織
で
手
織
り
を

　
楽
し
む
」
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

　
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
返
信

　
用
表
面
に
も
必
ず
返
信
先
を
記

　
入
）
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
申
込
者
２
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
（
〒
１
９

　
７
―
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、

　
直
通
５
５
８
・
２
４
３
８
）

　
浴
衣
を
簡
単
に
、
き
れ
い
に
着
る

コ
ツ
を
身
に
付
け
て
、
暑
い
夏
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
生
涯
学
習
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会
と
の
協
働
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
30
日

（月）
　
午
前
10
時

　
〜
正
午

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
集

　
会
室

▽
内
容
　
楽
し
く
、
丁
寧
に
、
分
り

　
や
す
く
着
付
け
の
指
導
を
行
い
ま

　
す
。
ま
た
、
お
互
い
の
着
姿
を
鑑

　
賞
し
合
い
ま
す
。

▽
講
師
　
河
邊
貞
子
さ
ん
（
ハ
ク
ビ

　
京
都
き
も
の
学
院
伝
統
文
化
普
及

　
講
師
、
あ
き
る
野
市
生
涯
学
習
人

　
材
バ
ン
ク
登
録
者
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

※
子
ど
も
の
同
伴
も
可

▽
定
員
　
15
人
（
抽
選
）
 

▽
費
用
　
５
０
０
円

▽
持
ち
物
　
浴
衣
、
帯
（
半
巾
帯
）
、

　
帯
板
、
だ
て
ま
き
、
ひ
も
３
本
、

　
す
そ
よ
け
（
お
持
ち
の
方
）

▽
申
込
み
方
法
　
６
月
13
日

（金）
（
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

　
に
「
浴
衣
の
着
付
け
教
室
」
、
郵

　
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
し
て

　
く
だ
さ
い
（
返
信
用
表
面
に
も
必

　
ず
返
信
先
を
記
入
）
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
申
込
者
２
人

▽
申
込
み
･
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
（
〒
１
９

　
７
―
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、

　
直
通
５
５
８
・
２
４
３
８
）

　
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域

が
７
月
１
日

（火）
か
ら
広
が
り
、
草
花

・
小
和
田
の
一
部
地
域
の
方
も
新
た

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
の
下
水
道
の
使
用

開
始
に
伴
い
、
関
係
図
書
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

▽
期
間
　
６
月
16
日

（月）
〜
30
日

（月）
　

　
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

▽
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　
時
15
分

▽
場
所
　
管
理
課
下
水
道
係

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
下
水
道
へ
の
接
続

工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
工
事
が
完
了
し
、

使
用
開
始
の
告
示
が
さ
れ
る
と
、
対

象
区
域
の
方
は
、
私
費
で
下
水
道
へ

の
接
続
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
し
尿
浄
化
槽
を
使
用
の
方
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
浄
化
槽
を
廃
止
し
、

く
み
取
り
便
所
を
使
用
の
方
は
３
年

以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
下
水

道
へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
台
所
や

風
呂
な
ど
の
雑
排
水
も
接
続
し
て
く

だ
さ
い
。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
排
水
設
備
工

事
の
助
成
制
度
は
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
街
や
川
を
清
潔
に
し
、

健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
多
額
の
費
用
を
投
じ
て

整
備
し
た
公
共
下
水
道
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
利
用
し
て
、
そ
の
目
的
が
達

成
さ
れ
ま
す
。
１
日
も
早
く
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で
一

定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
方
に
対

し
、
融
資
の
あ
っ
旋
・
利
子
補
給
と

補
助
金
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
助
成
の
要
件

　●

使
用
開
始
さ
れ
た
区
域
内
の
家
屋

　
で
そ
の
所
有
者
な
ど

　●

使
用
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
３
年
以

　
内
に
接
続
工
事
を
行
う
方

　●

市
税
や
水
道
料
金
な
ど
を
滞
納
し

　
て
い
な
い
方

※
使
用
開
始
さ
れ
た
区
域
内
で
、
家

　
屋
を
新
築
す
る
方
や
法
人
は
、
対

　
象
外
で
す
。

▽
融
資
の
あ
っ
旋
・
利
子
補
給

　●

対
象
…
融
資
金
の
償
還
能
力
が
あ

　
り
、
都
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保

　
証
人
が
い
る
方
ま
た
は
金
融
機
関

　
の
提
携
す
る
保
証
機
関
の
保
証
を

　
得
ら
れ
る
方

　●

利
子
補
給
額

※
持
ち
家
（
収
益
を
目
的
と
し
た
家

　
屋
を
除
く
）
で
接
続
工
事
を
行
う

　
方
…
50
万
円
を
限
度
に
融
資
の
あ

　
っ
旋
を
し
、
こ
の
利
子
の
４
分
の

　
３
を
利
子
補
給
し
ま
す
。

※
貸
家
、
ア
パ
ー
ト
の
接
続
工
事
を

　
行
う
方
…
大
便
器
１
個
に
つ
き
15

　
万
円
（
１
５
０
万
円
を
限
度
）
の

　
融
資
の
あ
っ
旋
を
し
、
こ
の
利
子

　
の
２
分
の
１
を
利
子
補
給
し
ま
す
。

▽
融
資
取
扱
い
金
融
機
関
　
り
そ
な

　
銀
行
、
多
摩
信
用
金
庫
、
西
武
信

　
用
金
庫
、
青
梅
信
用
金
庫
、
秋
川

　
農
業
協
同
組
合
の
市
内
の
各
支
店

▽
補
助
金

　●

対
象
…
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

　
家
屋
の
所
有
者
か
居
住
者
全
員
が

　
市
民
税
の
非
課
税
者
で
、
資
金
の

　
調
達
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
屋

　
所
有
者

　●

補
助
金
額

＊
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
…
市

　
長
が
認
め
る
接
続
工
事
費
の
全
額

＊
居
住
者
全
員
が
市
民
税
の
非
課
税

　
者
で
、
資
金
の
調
達
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
方
…
市
長
が
認
め
る
接

　
続
工
事
費
の
２
分
の
１
の
額

▽
申
込
み
方
法
　
接
続
工
事
を
す
る

　
前
に
、
市
指
定
の
申
請
書
に
指
定

　
下
水
道
工
事
店
の
見
積
書
な
ど
を

　
添
付
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ト
イ
レ
な
ど
、
汚
水
を
流
す
排
水

設
備
は
、
皆
さ
ん
が
工
事
を
指
定
下

水
道
工
事
店
に
依
頼
し
、
設
置
す
る

施
設
で
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
公
共
下
水
道
に
直

結
す
る
適
切
な
工
事
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
一
定
の
技
術
水
準
を
も

つ
市
指
定
の
下
水
道
工
事
店
で
な
い

と
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
指
定
下
水
道
工
事
店
は
、
排
水
設

備
工
事
の
ほ
か
、
使
用
開
始
の
届
け

や
助
成
制
度
に
必
要
な
手
続
き
も
行

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
指

定
下
水
道
工
事
店
を
お
探
し
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
公
共
下
水
道
は
、
何
で
も
流
せ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
強
い
酸
性
の
水
を
流
す

と
下
水
管
を
壊
し
、
他
の
汚
水
と
混

合
す
る
と
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
た

り
、
油
類
を
流
す
と
下
水
管
を
つ
ま

ら
せ
た
り
し
ま
す
の
で
、
下
水
道
施

設
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
生
ご
み
を
細
か
く
砕
い
て
、
水
と

一
緒
に
下
水
道
に
流
す
、
単
体
の
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
を
使
用
す
る
と
、
下
水

管
に
細
か
い
ご
み
が
付
着
し
、
つ
ま

ら
せ
た
り
、
悪
臭
を
発
生
さ
せ
た
り

し
ま
す
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
な
い
区
域
で

家
屋
の
新
築
・
改
築
を
予
定
し
て
い

る
方
は
、
「
あ
ら
か
じ
め
設
置
で
き

る
排
水
設
備
工
事
」
の
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
将
来
、
公
共
下
水

道
に
接
続
す
る
と
き
に
、
排
水
設
備

の
基
準
（
ま
す
・
管
の
大
き
さ
な

ど
）
に
合
わ
せ
て
工
事
を
行
う
も
の

で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
使
用
で
き

る
区
域
と
な
っ
た
と
き
は
、
工
事
費

用
が
節
減
で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、

指
定
下
水
道
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
各
家
庭
を
訪
問
し
「
宅
地
内
の
下

水
道
管
の
調
査
・
点
検
に
き
ま
し

た
」
「
清
掃
し
ま
す
か
」
な
ど
、
市

と
関
連
の
あ
る
か
の
よ
う
な
、
紛
ら

わ
し
い
言
葉
を
使
い
、
営
業
活
動
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
が
い
ま
す
。
市

と
は
、
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宅
地
内
の
下
水
管
は
個
人
の
所
有

物
な
の
で
、
維
持
管
理
は
個
人
で
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
依
頼
す

る
意
思
が
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
と

断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

遺跡調査で発見された土偶遺跡調査で発見された土偶

公
共
下
水
道
の

　
　
使
用
区
域
が

　
　
　
　
　
広
が
り
ま
す

市
か
ら
の
調
査
依
頼
を
装
っ
た

　
　
　
事
業
者
に
ご
注
意
を
！

助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下
水
道
に
は
流
さ
な
い
で

あ
ら
か
じ
め

　
　
設
置
で
き
る
排
水
設
備

問
合
せ
　
管
理
課
下
水
道
係

下
水
道
の

使
用
開
始
区
域
図
の
縦
覧

下
水
道
へ
の

　
　
接
続
工
事
は
お
早
め
に

排
水
設
備
工
事
の
申
し
込
み
は

指
定
下
水
道
工
事
店
へ

単
体
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
は

　
　
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
日
時
　
６
月
21
日

（土）
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
平
成
25
年
度
、
草
花
地
域

　
の
都
道
拡
幅
に
伴
う
発
掘
調
査
が

　
終
了
し
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
住

　
居
跡
や
出
土
し
た
土
器
や
石
器
な

　
ど
、
こ
の
調
査
の
成
果
に
つ
い
て

　
解
説
し
ま
す
。
当
日
は
、
出
土
し

　
た
遺
物
を
一
部
展
示
公
開
し
ま
す
。

▽
講
師
　
鈴
木
啓
介
さ
ん
（

（財）
東
京

　
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
研

　
究
員
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

▽
定
員
　
60
人
（
抽
選
）

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
６
月
11
日

（水）
（
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

　
に
住
所
、
氏
名
（
参
加
者
全
員
）
、

　
電
話
番
号
、
年
齢
、
「
講
座
参
加

　
希
望
」
を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く

　
だ
さ
い
（
返
信
用
表
面
に
も
返
信

　
先
を
記
入
）
。
な
お
、
申
込
み
多

　
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
申
込
者
２
人

※
こ
の
講
座
は
「
電
子
申
請
」
で
も

　
申
し
込
み
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
文
化
財
係
（
〒
１
９
７

　
―
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
）


